
ロ

前
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主

次
の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額

ロ

前
号
ロ
に
該
当
す
る
事
業
主

次
の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額

自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
同
法
第
九
十
七
条

に
規
定
す
る
大
学
院（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
院
を
含
む
。）に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
を
除
く
。

以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
（
事
業
主
が
前
号
ロ

の
制
度
に
基
づ
き

負
担
し
た
額
に
限
る
。

及
び

に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
そ
の
雇
用
す
る
労

働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
自
発

的
職
業
能
力
開
発
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
一
の
自
発

的
職
業
能
力
開
発
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る

と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
同
法
第
九
十
七
条

に
規
定
す
る
大
学
院（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
院
を
含
む
。）に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
を
除
く
。

以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
（
事
業
主
が
前
号
ロ

の
制
度
に
基
づ
き

負
担
し
た
額
に
限
る
。

及
び

に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
生
産
性
要
件
に
該

当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練

を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
一
の
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練

の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る

額
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
同
法
第
九
十
七
条

に
規
定
す
る
大
学
院（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
院
を
除
く
。）に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
そ
の
雇
用

す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
一

の
年
度
に
お
け
る
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、
六
十
万
円
）

自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
同
法
第
九
十
七
条

に
規
定
す
る
大
学
院（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
院
を
除
く
。）に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
入
学
料
及
び
受
講
料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
生
産
性
要

件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該

自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
六
十
万

円
）

自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
大
学
院
に
相
当
す
る
外
国
の

大
学
院
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
入
学
料
及
び
受
講

料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て

は
、
百
分
の
六
十
）
の
額
（
そ
の
額
が
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
を
受

け
た
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
二
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
二
百
万
円
）

自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
（
学
校
教
育
法
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
大
学
院
に
相
当
す
る
外
国
の

大
学
院
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
入
学
料
及
び
受
講

料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
の

額
（
そ
の
額
が
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練
を
受
け
た
被
保
険
者
一
人
に

つ
き
二
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
二
百
万
円
）

ハ
・
ニ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

ホ

前
号
ホ
に
該
当
す
る
事
業
主

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

ホ

前
号
ホ
に
該
当
す
る
事
業
主

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。）の
運

営
に
要
し
た
経
費
及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
並
び
に
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練

（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。）に
係
る
入
学
料
、
受
講
料
及

び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増

額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
（
そ
の

雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
））の
額
（
そ
の
額

が
、
当
該
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
を
受
け
た
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓

練
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
一
の
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓

練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め

る
額
）

情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
（
当
該
事
業
主
が
自
ら
運
営
す
る
座
学
等
に
限
る
。）の
運

営
に
要
し
た
経
費
及
び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
並
び
に
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練

（
当
該
事
業
主
が
教
育
訓
練
施
設
等
に
委
託
し
て
行
う
座
学
等
に
限
る
。）に
係
る
入
学
料
、
受
講
料
及

び
資
格
試
験
の
受
験
手
数
料
の
合
計
額
の
百
分
の
四
十
五
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
百
分
の
六
十
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
））の
額
（
そ
の
額
が
、
当
該
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業

訓
練
を
受
け
た
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
次
の

か
ら

ま
で

に
掲
げ
る
一
の
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

か

ら

ま
で
に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

そ
の
雇
用
す
る
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者
に
対
し
て
、
情
報
技
術
分
野
認
定

実
習
併
用
職
業
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。）を
受
け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
千
二
百

時
間
を
限
度
と
す
る
。）に
三
百
八
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者

に
係
る
賃
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
）
）
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
雇
用
す
る
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者
に
対
し
て
、
情
報
技
術
分
野
認
定

実
習
併
用
職
業
訓
練
（
座
学
等
に
限
る
。）を
受
け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
つ
た
労
働
時
間
数
（
当
該
情
報
技
術
分
野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
千
二
百

時
間
を
限
度
と
す
る
。）に
三
百
八
十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十

円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

九
百
六
十
円
）
を
乗
じ
て
得
た
額
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